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＜連絡事項＞

・栄養士チームより、病院のみ、2月から今までの糖尿病食に追加して糖尿病食Ⅱの低炭水化物食が実施致となります。調査対象者は、病院から27名。詳細は企画書で各自、確認をしてください。それに伴い、食事指示箋、病院約束食事箋の書式も変更となっていますので新しい書式での処理をしてください。

・TQMから法人をあげての禁煙の取り組みをしている最中のため万が一、リストに載っているスタッフ以外で、喫煙しているスタッフがいた場合には、喫煙者の氏名や日付・場所等、知っている範囲で佐藤輝美さんへ報告してください。メール、無記名文書、直接等どのような方法でもかまいません。
・薬局より、休日夜間一時配置薬の見直しについて1/29（土）までに入力、協力お願いします。

＜患者様連絡事項＞

吉田　光良様・・・本日腰痛の訴えあり。いつから腰痛の訴えがあったのか情報をまとめ主治医に報告し診察しています。本人様から、4,5日前から痛みがあり、軟膏を塗ってもらっていたと話されています。主治医よりナパゲルン軟膏1本1回/日の塗布指示あります。また、訴えがあった場合や軟膏塗布したのであれば確実に申し送りや記録はするように指導ありましたので、周知・徹底お願いします。

中居　松男様・・・大声での独語や希死的発言、身体を自分で動かしたりせず、依存的、演技的行動みられています。食事摂取状況にもムラがあり、介助にも嗚咽したりしています。本日もリントン（５）１A筋注施行しています。引き続き精神症状、身体症状観察し危険行為に注意しましょう。

外山　尚武様・・・本日同室者清水様の私物を漁り、盗る行為あり、トラブル見られています。

　　　　　　　　　清水様の精神症状悪化の影響あるため、病室移動しています。

倉舘　俊照様・・・本日ベッド調整に伴い主治医へCユニットへの環境変更を確認したところ、

　　　　　　　　　現在はCユニットへの移動は対象ではないとのことでした。移動を検討するのであれば、Bユニットか、Dユニット合併症室でとのことでした。

　　　　　　　　　本日は移動せず、Aユニットでの対応する事としています。

杉澤　恵子様・・・本日小坂医師の婦人科受診しています。膣内の異常所見なく、膣入口部の糜爛軽度あり、処置していますが、以後経過観察継続の指示あります。

河原木　泰志・・・山田PSWより連絡あり、明日14：00スタッフ同伴にて通帳引き落としのため

郵便局へ外出予定主治医より許可となっています。家族へは山田PSWより連

絡するとの事です。

＜田名部医師ケースカンファレンス・診察状況＞

小田　沙也加様・・・外泊後より、スタッフを見かけると倒れ込むなどのヒステリー症状あり、

　　　　　　　　　　主治医より、泉川様の影響も考えられるとのこと。近日中にBユニットへの移動を検討し1/30外泊より帰院後母様へ移動の情報提供し移動を行っていきましょう。

　　　　　　　　　　お母様より1/28　18：00～1/30　13：00までの外泊許可となっています。

　　　　　　　　　　外泊へ行かれる際に夕食はどうするか家族連絡した際に確認お願いします。

田嶋　弘樹様・・・　昨日の脳波の結果、スパイクが見られ器質性のてんかんが考えられますが退院には支障がないとのことです。退院前に御家族と面談を設定し退院にむけて各部署と調整していきましょう。（面談予定日：2/2　13：00の予定）その間は内服をこのまま継続して経過観察となります。

松川　麗様・・・臨時薬（リスペリドン（1）3T）は継続処方となっています。

中村　るみ子様・・・眠気の訴え、精神症状安定してきているため臨時薬減薬し処方となっています。本人様より外出希望ありましたが、2月以降に検討するとの説明あり了解しています。作業療法・各プログラムへの参加希望あり主治医許可となっています。作業療法スタッフへの連絡済みです。

泉川　ケイ子様・・・漢方薬（抑肝散）継続処方となっています。処遇変更はありません。

角沢　源四郎様・・・1/31退院に向けての退院時処方あり。本日よりホクナリンテープは1mg⇒2mgへ増量しています。

田嶋　弘樹様・・・抗てんかん薬（バレリン）など臨時薬継続処方となっています。

畑中　成夫様・・・漢方薬（抑肝散）継続処方となっています。

丹内　栄子様・・・右手第3指の発赤ありザーネ軟膏1個処方となっています。疼痛訴えていま

すので観察して下さい。

＜退院療養検討会議＞

角沢　源四郎様（82）

主病名：血管性認知症

身体合併症：気管支炎治癒後、肺気腫

主治医：田名部

SW：山田

当院2回目

入院形態：医療保護入院

＜経過＞

当院には平成22年1月28日～4月13日入院（脳挫傷、硬膜下血腫後の精神不穏）。改善し退院後は施設入所され通院を継続。平成22年12月初旬、気管支炎にて石田温泉病院に入院。治療にて改善するが、幻視、現実的でない言動、脱抑制みられるようになり、せん妄疑われ当院へ紹介。本日御家族と受診。次女様の同意得られ、本日15：00　東合併症室へ医療保護入院となっています入院後は、睡眠にばらつきあり。帰宅要求や不穏行動により転棟することがあった。また、認知力の低下から拒薬や不食みられることあり時間をおくことで対応していた。入院後よりたびたび喘息発作の出現あり酸素吸入や点滴療法を実施している。ADLは一部介助を要し、特に歩行時は転棟のリスクが高いことから必ず必ず見守り、介助が必要となっています。御家族より自対応困難のため施設入所を希望しており今回、申し込み先の住宅型有料老人ホーム　　　が決定したことにより1/31　14：00に退院予定となっています。
退院後、初外来は2/16（水）10時。２週間に１回のペースで通院予定となっている。また、現在

介護保険の再認定を行っており、デイサービスとホームヘルパー・訪問看護を利用予定となっています。

